
認知症サポーターとは・・・

認知症に対する正しい知識と理解を持ち、

認知症の人やその家族を暖かく見守る地域の応援者です。

地域包括支援センターでは、

介護予防や消費者トラブルなどの出張講座も行っています。

お気軽にお問い合わせください。

令和７年度 第２号

地域包括支援センターでは、65歳以上の方が安心して生活

するためのお手伝いをしております。

看護師・社会福祉士・主任ケアマネジャーなど、

様々な資格をもった職員がおり、

皆様の困り事に総合的に対応させていただきます。

「これはどこに言えばいいんだろう...？」というような

困り事も、まずはご相談ください。

in ひがし交流センター
9月26日 ひがし交流センターにて、東校区の民生委員・民生推進員・

自治会長の方々に参加していただき認知症サポーター養成講座を開催しました。

職員による説明と寸劇を行い、認知症の方にどのように対応するのがよいか、

例を交えながら皆さんと考えました。

認知症サポーター養成講座を開催しました！



姫路市認知症高齢者等の
見守り・SOSネットワーク事業
認知症高齢者など、外出中に道に迷う恐れのある方を

早期発見するための事業です。

SOSネットワークに事前登録をされると、事前登録情報を基に、
スムーズに捜索が開始されます。また、企業や福祉施設等が協力者として登録されると、市内外で

行方不明者が発生した際に捜査協力のメールが届きます。
　SOSネットワーク事前登録や、協力者としてご登録についてお考えの場合は、

地域包括支援センターまでご相談ください。

の

(姫路市より姫路市社会福祉協議会が

委託を受けて運営しています)

FAX 079-289-1638

〒670-8530

平日(月曜～金曜)

姫路市坂田町３番地(中央保健センタ－１階)

午前9時 ～ 午後５時

TEL 079-289-1703

姫路市城乾・東光地域包括支援センター

（土・日・祝はお休み）

事前登録 二次元コードの配布 二次元コードの貼り付け
※靴や鞄等、本人がいつも持ち歩く物

（行方不明時）

姫路市高齢者支援課の 発見者が二次元コードを

連絡先が表示される 読み取る

地域支えあい会議

高齢者の方だけでは生活上の困りごとを解決できないことが増えています。

生活上の困りごとを抱えている高齢者を支援するため、

当センターの職員と関係機関や地域の方々が集まり、

どうしたら住み慣れた地域で暮らせるかを話し合います。

日常生活でお困りごとがあるなど気になる高齢者の方がいましたら、

お気軽にご相談ください。


